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　MELLAN ．TnY の 酒豪は稀簿性 の 顯著7 効果 の驚 ζべ き
一例 な示 して ゐ る 。 彼は30分内に濃彊酒存欽み つ くしt：に

も不 拘，ス タ ウ トの 形式では酒精の等量な 歌つ くす に2時間 な要しす：
。

VERNON 　i；自己 な被驗着 と して酒精度3％

の t
“
・一’ル は氏 につ い て 言へ ば致醉歓料ではない 。 何 ミ なれば氏 の肉體的能力は酩酊な誘發す るに足 る酒精量な飲

む i：Utへ 得な い か らであ ろ ミ 。 稀簿性 の効果 々 立證 しナこ燕 の事實は最 も重要な もの であ る。 しか し稀薄性は酩 酊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タ
作用 ヘ ヨ リ以上の 且直接的影響te持 つ 、即 ち酒精の 血流 へ の 吸收牽を緩徐な らしむ る 。　 ME 肌 ANBY ，　SO 皿 HGAT ｝：

VERNOts’
，
　 M 　llE3 ．及 び諸他 の學者 に 、 ビール 歌用 の 際は吸牧は延滯 され而 して 血液 中酒精濃度が最高度i：eeす る

時 間ば濃厚酒飮用 時 の場合 よ り時間上 延 ば さ れ る ニ ピ な指摘 してゐ ろ 。 此 の 理 由は 、 恐 ら く酒 緒は胃及び腸管の

吸敵壁 へ 非常 1：稀薄化 也 られて 現はれ る か らでlttか ら うか ミ 。

　身體に逋常の酸化邇程 に よつ て コ時間につ き酒繕 の 約 LOcc た廢除 し得 る か ら、全 飮量な 歌み つ くす に 2時間な要

しすご人 々 は軟み お へ ず二時迄約2Qccた騒除して ゐ るわけ 1；な る 。 例 へ ば 、　M 　FL1 ・ANBY の 酒豪は ス タ ウ トな 欽んだ時

彼の 全軟酒量 1；お い て絶對酒緒な 171CC か ら 141CC迄引下げ才；の で あ る 。 何 εなれ【f 、 血液中の最高濃度が到

逹 しt：時間迄 に約：3Qccの 酒 精が 廢除 され て ゐ郭 か ら 。 要 す る に 、酒精％の 低い 即 ち稀薄酒 の 揚合は大 量であ る t

して も血液中の最大 濃度は時鬩上 延滯され るの み な らす、二ts．濃厚酒の 少量飮用 の 場合 ξ符合す るの で あ る 。

　VERNON 　lミ絶對酒精度 3卍48．5％に亘 ろ各濃度 の酒緒液々 用ゐ t二 1組57の 貿驗 か らこれ ら結論 な礑證 し才二
。 同時

に印字作業 にお け る誤謬牽な計算す る こ ミ に よ つ て 酩酊効果 te檢査 しt：。 飮酒時間は各 場合な逋 じて 30分 、 飮酒

開始時刻は食事後3．5時間 t規定 しす二
。 氏 の 實驗成績CtPJ下 の 如 し 。

　　　　　　　　飮　　料　　　 騾龜籍お驢　　　談　　謬

　　　　　　　　1．　2D ％ ウ ィ ス キ ー　　　　　　　 60cc　　　　　　　　　最 　　　　プく

　　　　　　　 2．　5％ウ ィ ス キ陣　　　　　　　75cc 　　　　　　　　　實驗 1 よ
uj少

　　　　　　　 3，　 3％ ビ　ー　ル 　　　　　 90cc ビ ール の 4．6pinti　 實驗12 より非常に少 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ず

　これ ら結果は稀薄性の効果 ？e 極めく 明 ta　1：示 して ゐ る 。 何 ミ なれば ビ ール ε して 軟 まれ六絶封酒精 の 全量は最

初 の ウ ィ ス キー賓驗にお け う それ より も50％も大 で あつ †：。 而 して 爾誤謬は、しれ が つ て酩酊徴候は極めて不 明

瞭であつ t二。（VF ・RLNoas
’
，　Aieoh 。lic　problem ・170

，
1928 ）

　從來、生 粹 の蒸溜酒は痳醉状態 に 逹 す る その 犖 な 倔 進す る ピ逋俗的 に信 ぜ られて ゐ す：
。 換言すれ ば、淌化器官

の 粘脚 二よ る吸收牽は飮用酒 の 濃度に等 しい 歩調で上昇 す る t 考 へ ら れ て ゐ †二。 若 し或 る人あつ て等 しい 状況

の 下 に 1 ［：　10％他は・3 ％の 2 種 の ウ イ ス キ ー飮酒 に お い て 當人は10％液な 3％液 よ り數等急 逋 に吸收す ろ ピ 。

So 別 3HGATE が 實驗 で確證 しすニミ ころfe、　 VllRtS”Ol
一
は約 10％の酒構濃度は吸敢 の 急速性にお い て最適であ ろ 言示指

す る にお い 弋爾一層確實な う もの に しtl。 同武は此 の 濃度以上では稍化器官 の 粘膜へ 癩痺的効果 7ereつ 。　し†二が
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つ て ヨ リ高濃度では 10％酒 よ り汲收度 1：お い て邏延 す るや う1：t るの であ る t考 へ t二。 SOUTHGATE は20，8，5％

（絶對酒精の容量）S それぞれ含有度を異 i：す る 3のカ の吸收率々示す3の表な提示 しt二
。 表 1；　S る ε20％液が 最急

速 、5％液が最小 で 8％液が他の 2の 曲線 の 中間 を 占 めれが 、 豫想 され t二如 く5 ％液の 吸收犁曲線 ；t比 しib’t　 vJ 上昇

して ゐ ナ：。 20 ％液 の 吸收傘 の 8 ％液 の それ に比 して の 塙大 に必 らす し も濃度eei：比例 しな い 。 それ 故40％ ウ イ ス

キ
ーc30u．p．）の 飲用 1：あれ り水叉は ソ ーダ水 の 倍量で割 るt らば 、 その 全濃度 に お け る ウ イ ス キー飮用 か ら生 す

ろ ミ同率で酒情な 吸收す るであ らう。 即 ち吸攻奪にお い て割水は變化の源因でにない が 、 他面生粹 の酒な欽む ニ

ミ に淌化器官の 細馳へ の 非稀縄酒の 局部的鰍燭作用は稀釋酒に比 し遙か に大 である ε い ふ 理由な以て推賞で壱鉱

い o

　　　　　　　　　　　　　　駅　用　酒　の　種　類

　酒精飮料は醉な 發 ぜ し む る程度 にお い て差逹あ る ε は
一
般 の 邁念であ る。 ビ

ー
ル や ス タ ウ トの 如 き稀薄酒｛tウ

イ ス キー
や ラ ム の 如き濃厚酒 よ trj酩酊 効果にお い て劣 ろ ニミ は既定 の事實で あ るが 、 ウ イ ス キ ーは その 本來 の性

質 上 ビ
ー

ル や ス タ ウ トよ trJ多 く酩N
’
tiしむ る ニミ は眞で あ ろ か ？ MEI ．LAN コY に本問題な考究す るに あナニつ て 、 ウ

イ ス キーな ス タ ウ 1・ミ 同程度の酒精％迄低bitfし む るナ：珍割水 し†こ
、 而 し て血液 中酒精濃度 に お い て の 酒緬吸敢

牽 葎決定 しすご。 5 ％ ウ イ ス キーは等 しい 酒緒度の ス タ ウ b ［：比 し ヨ リ以上急遽 に吸收されれ ニ ミ々見出し才二。 氏

は、二 はス タ ウ トに お け る 若干の吸收々緩徐t らしむ ろ物質の存在に歸ぜ しめす二。 他方 、 VEHNON は ビ ー
ル 畝用

の 揚合 は 5 ％酒情度 の ウ イ x キー飮用 の場合 よ り記憶 d ろ丈章な タ イ x す るに ヨ リ長 時間な要す る こ ミ な 見出し

す二〇 　（VERNON ， ｛bds　p．18B〕

　　　　　　　　　　　　　　個 々 人 の 體 格 の 大 き さ

　S7UTTIGATE 　lt同一朕件 の 下 に 同量の 軟酒々な さ しめナこ5人 の血液中酒精度 を比較し、而 して 1の 除外例はあ つ

ナこが．大 體 ピ して最高濃度は體重に反比例す る ； ξを見出 しt；。 …の除外例 孟 は約 3stones以上 （英國の 重量の 名

約 14封度であ るが 實用 上種 々 の 差違あ り）の 體重 の人 で あつ 亨：。 脂肪組織に竓 の意味に お い て 髓重 ミ して 數 へ 得

ない のでにな か らうか 。 併乍 ら、 繍じて他の諸條件が恒常tgら酒精の 1 定量は體格の 小 な る人 よ り大なる入 の 血

液中酒精度が 低 い こぜ を生 ぜ しめ る こ ミは明 白 に 眞であ る 。 （So τrrlr（1．x’rF，　Biochem ，　J．　xix ．737．1925，）

　　　　　　　　　　　　　　盒　　　　　　　 物

　空腹 中に欽酒す ろ ニ ビ は酩酊 効果 i：tsい て食物 ε共 に又は食事後 の それ よ 智，有 力 な る こ ミ　li　1 般 に認 め られ て

ゐ る。 俗界 i二既 知 な る如 く、此 の 事實は科學的實驗に よつ て確證 され才二
。
MELLAIgBY は （1923 ） 年酒精 の吸敬奪

ミ 血液中の酒精最高｛農度は腹中 に食物 あ る時低位な る ニ ミな 論 證 し得 †こ。 鵄 の 酒豪は ウ イ ス be　一（30u．p，）の 15、　z

電 して の 酒精 の 171cctt・同量の 水 で 稀釋し
’
（即 ち絶對酒緒容量 に よ る時20％ で あ るを 空腹晧 中飮 ん だ が 、1 時間後

に 最高濃度 Oβ26 葎 得アこ
。 第2の 實驗 で は等量の 酒 fe　 lpintの 牛乳 ミ共 に欽み 而 して t べ ての 他の 諸條件 は同一一ZZ

果 を 得 るや う變更 しなか つ アニに も不 拘 、 最高濃度 lt　O．276 で飲酒 後 2．5時間經過 して も得 られ な か っ ナニ。 2 の 實驗 に

お い て灘 逹 しすごる最大 濃度 か ら豫想 tfられ る如 く食物 が 無い 時は斷然猛烈 に酩酊 し？；
。
　SOITTIIC．ATE もこれ ら結果

な確認 しt：、即 ち容量8％にお け る酒精液96ccな それ ぞれ3人 i：飮 ま しめす：。 第 咽 は空腹 時 に第2回は lpintの 牛

乳 S　fosの パ ゾ ミ共 に 欽酒ぜ し め て 血液 中酒精 の 最高濃度な 比較 しナ：。 その 結果最 高濃度 は2の 條件 下 で 3人 な挙均

して 、O．152％ tO ．120％であ っ t：。　kBrit．　Med ．　J．1926，三．465 及 び 前播論文 ）。 それ故空腹時中 に 飮酒 す る こ t
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が 非難 ぜ られ る逋俗的見解は科學的研究か ら絶 大 の支持を得 t：　： tl ：t る 。　t：t ひ 總 ぺ て の 食品 は吸牧 な緩除な

らしむ る 1：効果畆宥す うが 、何 者 tv ’
へ ど も牛乳 ミ パ ン か又 は牛乳 々 單獨 に 飮 む か 程有効な ろ もの はない ピ Mr −

LLANI コY は決論 しナ：。 脂肪食品は吹 位 であ る。 少 くt も牛乳 の緩除化効 果 の 一部分 は、それが 含有 して ゐ る脂肪

がmath　l：　 Em ・1・ifi（ici・ St・t・ L；あ 6t い ふ鞭 岫 るP う考 へ られ る 。 192昨 S ・ H ・［r・KY ，　J．は ク 。 エ ペ リ ン 年

報 にお い て牛乳の脂肪的部分 ltrk要 t 要棄であ ろ ピ觀察 して ゐ ろ 。 何 ピ 鉱れば全 乳 は股脂乳 よ り．ヨ リ大 撤 る緩慢

化効果 帆 つ か らだ・
：（Di・ V ・・li・d・ rung 　d・・ A 里・。h。lwi・kung 　 b ・i　 G ・ei，h。。itig，。

　A 。fnahme　v 。。
　F 。，，。der

Eiweissnahrung
・
　Kra ・p・lin・ A ・・h・・ii・1928）。 眞rrの 嬲 ｛実、 酒繍 脂肪分子中1二髄 1；瀰散 し 、 か くして分子

自體 が2 〜 3時間の 隔だナ：りの 後吸收 され る迄酒精な 自己中に保持す ろ か らではな い か 。 牛 乳は週期 3 時間 に對 し

血液 中酒精濃度な1瞰 す る にお い て吸牧緩徐化効果 な示 す こ ミ が剣明 しt：が 、　その 後再度 の飮酒に顯著な る緩徐

化効果な見出 し得な か つ ず：。

　
VERNON 骸 飮酒 t：由來 す る印学作業誤謬を妨止す る にお い ての 脂肪食 品 の ヨ リ大 窪 る 有 効性 な示 し れ 。 「脂肪食

品は蛋 白質及び 含水炭素食品 に比 し胃中に 長 時 間滯留 す る 而 して これ ミ混合 しt二る酒精は胃中1：延滯す る 。 此 の

事實か ら吸糠 小腸か らの 如 く髄 でない t い 載 部 な る」瀦 摘 Ltl 。 ［s ・u… （IArE 恤 液物 瀦 濃勲 根

獻 して鵡 槨 ・ぐ 囲 牛乳 1膿 臙 低位 t：保つ に お い て黻 の 如き効果力
・
筋 而 し舷 館 物 酒精濃度 が 大

nnltそれだけ血液中酒糊 塙 い こ 瀚 證撫 提出 しア・。 これら鰍 の性質1；附加 へ て 瀧 器蚋 の食物岶 然

的 に あ らゆ る飲用酒fe稀釋す る t 述 べ てゐ る 。

　他方飮酒前500ccの水のth用 lt若 し胃が空だつ t：ら4時間 の ftき1：亘り吸收攣な ス ピ ード
1

ア ツ プす る。 民 の酒精

吸牧な促進す る水の 作用は侮 これ以外重 大性 な有つ 。 何 εなれば 、 稀薄酒 の 以前の 飮用IPA．2ag間の週期 ：：對 し

次 回の歌酒の 吸敢奪 へ 同様 の 効果 te もつ こ ミ が示 され て ゐ るか ら。 しか し 3時間以後 は此 の 事實は摘用 で きn 。

何 ε な れば第 1 回の 飲酒は吹回の 飲酒 の吸牧率及び 血液 内酒精濃度の 最高へ 逵 す る速 度 に對 し鎮靜効果 S して 作

用 し始め るか らであ る。 本項 1：つ い ては本誌5號拙 稿 特 に 467 頁の 末 段か ら468頁 の御參照な乞 ひ i二い 。

　　　　　　　　　 （D ）　感受性にお げ る個 人的差 異

　　　　　　　　　　　　　 イヂ オ シ ン ク ラ シ
ー

又は 個人差

　酒類 へ の 個別感受性 1：お U’て 大 tg る差異 あ る ニ ピは今更言ふ vaもtv 。 或 る人 は コ ル ク栓 の 香で醉ふ 、 他方酩

酊 の 少 しの 症候 な呈 ぜ す して斗酒獪辭 tfざ る正覺坊み アニい な人 もあ る 。 こ11生 來 の椿質であ るge　l：考 へ られ る 。

茲 晤 人 艚 慣樫 嫌 る糒 か ら獲得 し姻 撒 料へ の 不舳 ・切 る堆潔 ・
・
ふ 厄介鯛 題繍 鍛 る 臆 向

1：　7SL・・ しば し姓 得 の鰰 機能的縛質か 叉 1嬾 鵬 害や 耀 打撲等［：基因す る 、 糟 1壊 わ u・t　〈Ptふ て し ま

ふ ne慘 7Zる經驗は醫師の 忠言に よ つ て その 結果 完全 に 禁酒す る や う強 制tfられ る補強 工作な要す る程であ る 。 此

の 種 の 人 々 にお い ては 、 他 の 藥物へ の 或 る種人 々 の 有名な特異性 に お い て 發見ぜ らる t 同樣、酒 の極少量で も順

皹 し くヒ ス 刋 一か ら猛烈な運勧蛾 （・ キ ・ ケ ）噸 融 運 る千齲 別 な 譜 戒 す べ 櫞 嚥 け 、 らすで あ ら

う。
ロ ン ド ソ の 諸 病院へ の再 三 の 訪問者れ る慢性的癲癇病者 は飮酒 に職溺 して 後 しば し ば 蓮込 まれ る のは既知有

名な事實で あ るが、彼等 の 多 くは若 し彼 等 が酒壜 か ら遠の い てゐ る こ t ができナこ らこん な悲慘な 目 に あわすに す

ん だ もの 電愚痴 る 。 thの種の 人 々 は 、 友人 遑な 飮み つ ぶ す天賦 の能力々 もつ 人 々 に 比 較 す る ピ き鋭 い 對照な な し

て ゐ る 。
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　　　　　　　　　　　　　　 酎　　　藥　　　性

　 酒精款料 の 酩 酊 作用 へ の 抵抗i二お け る 自然的差異は・酒構欽料の常習的淌賀の結果7；ろ薬物へ の所網獲得的耐

藥性 ミ混合 して考 へ ては電 らぬ 。 常習的酒客は明白 な酩酊効果な くして、自己の 飮酒經歴の 始期に お い て は不 可

遽的 に癪痺t しあ るであ らう程の酒量な淌畳す る能力な結局得ろ に至 ろ こ S　ti　一一erd る傳統であ る 。 此 の種人 々

ltre白 して、此 の や う；：醉にない 失態 ピ い ふ か氣 まり悪 る さ 1：SSす る辯解 ミ して彼等は酒飮み 畢校 尋卒業 しすこの

だ ピ言 ふ 。

　 耐藥性の 存在 へ の 證據 ピ なが べ き他の 斷片は丈學 にお い て述 べ られて ゐ る 。 SE エMERL1N （1 は 1 日に ブ ラ ン デ ー

3壜な空け る t 豪語 しt：酒豪の 例Seあげずこ。 ：　1ミee重 lkg當 10・wt2cc の欽酒量 に該當 し、優1：初 心 煮 な して 死 1：致

らしむ る量であ る。

　 耐藥性の 問題は國際禁酒論者の 大立物 tこる Oslo の ｛｛RAIIS 　HA 期 EN 博士 ltよつ て最近批剣的に研究され†こ圭

岡題で あつ す：
， （lnternatiorta】 Review 　against 　Alcoholism，1926）。 植物 、細菌類 t 二 十 N鼠 h 家鼠及び 犬……

の如き動物へ の實驗結果 HANSEN は下 等植物 、細菌及 び原 生動物 1；お い て耐藥性の 増進及び 致死量の 2QQ％以上　　　　　　　　　 顧

の機能的習熟牝の 屠進 しt；の な 發見 しれ 。

　「高等動物 にお い く tt’例 へ ば犬 の 揚合耐藥性 が 致死量の 約30％ も増進す る ミ い ふ 若干の 隅發的觀察が あ る 。 酒

精の ヨ リ強 烈tt酸化 に よつ て 代 表tfられ ろ機能的習熟化 の若干度は二 十 日鼠 に お い て 最 も多 く家鼠は約30％・家

兎 は約30％、犬 に お い て t：　10％で牡牛にお い て もあ り得る」t 。

　人 類に對す る致死量は他 の温血動物 に對す ろ ε 同樣 飯g當6〜7g又 は血液 中の絶封酒精 （容量）にお い てO．7・vO ．85

％であ る 。 二は コ a ヤ ツ ク夂ほ3Q％ウ イ ス キ ーの 2 壜 に相當す る 。 而 して 個 々 人 は此 の 歌酒量な約30酎 50％位超

過す る 二 t が 出來 れ 。

　機能的習熟化又は機能的適應性 一一 NEUM 鯲 ミ D 職 rG 兩氏 の相互 に獨 立d る貿驗は 、 すニミ び 兩氏 ピ も純粹

に 生理 的方面に 問 題な 限定 し†凋 はい へ 興味あ ろ ものであ る 。 NEUMAX は 、 若 し氏が酒綱 な食品 t して利用 す

るな らば 即ち等力價 の 量 （1日につ き100g） にお い て食品 中の 脂肪 の か わ vj　t：酒精を攝 る ε す るな らば、尿 中に排

tWtfられ る窒業量壇加 に よつ て證明ぜ られ る酒精 の毒性的作用は 4 日以後や ん で し ま ふ 。 蝿 の 事實【ミ酒糟は忽 ち

その 毒性的効果 な 失 ひ而 して ア ル プ ミ ソ 節約食品 ミ して適應性な得fこ有機rel：よっ （使用d られ るt：至 つ 7：：ミ

な示すの で あ る （Areh ．　 Hyg ．　Berl．　 xxxvi ．1．1899，） Durig の實驗 も又 氏自均へ 施行 し†こ もの で あ るが 、酒繕

30gの 日々 の飮胴鋒2邇間 i： して氏 の 自體【実、 或 る程度迄酒続の 存在 に適應 す る に至 り而 して最初 よ リ ヨ リ少な い

損失で食品 ピ して 使用 されれ Cpfltigers　Arch ．　cM ．3411906 ，）疵點 は本誌 5號468 頁 で 述べ す：が 、
　Srr且 wEISI1EIMEK

の 實驗結果 lt酒豪［： よ つ て 獲得ぜ れ る 獪進 ぜ る機能的習 熟化 t い ふ 事實の 古 典 的證擦 ミ して 引用 さ れ る 。

（Deutch ．　Arch ．　Med ．　cix ．271　 1913
，）。 即 ち若 し酒精の 等量が禁酒家、逋量酒客、酒豪 1；よつ て攝 られ ろ蹴 ら1で

血液中酒精濃度は禁酒家 が 最 大 i 邁量酒客が 中、酒豪1ミ最少であ る 。 此 の 場合酒豪 によつ て飮 まれれ全量が如何

i： して血液 中 に充 分 現 はれ ない の か 訊 iqる こ 戯 i頗 る次味あ る ニ ミで あ る 。 可 能な る読 明 は次の 如 きか 。 （イ ）易

體 は腎臓 や 皮 膚や 肺 臓 な慂 し て不 馴れの 人 々 に 比 し大 量の 酒牘を排泄す ろカな得 る 。 （ロ ）身體 に酒繕た無毒の物

質に變化 S しむ る即 ち酸化夂 は變性 の過 程 に よつ て 處理 して し まふ か ヌ．は酒精は疼體 内で抗毒物質 ピ結合 して 非

毒性的結合體な形成す るb“。 　
’
（ハ ）鈞體は酒緒な消化器官内に お い て吸妝 ぜ られな い P う放置ぜ し む ろ習性々獲得
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す ろ 、此 の3で あらう。

　 これ等 3 の方法の何れ 1： して も血液中の 酒精濃度及 び 尚
一

暦重 要 覗 ttら る ぺ き組 織 内酒精濃度に事實上 、習熱化

に よ つ て 免疫性 が打建て られぬ ピ す る も、
ヨ リ低 い 濃 度で保 持ぜ られ ろの ではあ ろ まい か 。

HANSIIN 　l： よれば

免疫性 ピ は飮酒常習者 に よる吸攻の低減作用 に よ る もの ではな く、 酒豪の 場合酒壙に ヨ リ急 遠 に吸牧ぜ られ ろの

であ る eo 僧且習熟化が 進行 す る 1：つ れて 飲酒常習者に 盆 々 少量 しか 酒精 な排泄 しな くな ろ 證據があ る。 抗毒

諡 も叉全 く支持できぬ （HANSEN ）。 か くして吾々 に は も う 】の 化學的 可能性即 ち酸化 の 増進攀 しか 読明の方便 1：

幾 されて ゐ ＃い わ bJl：t る 。 酸化 t は勇體内 に お い て エ ネル ギーな發 す る に消費 さ れ る すべ ての 食品 の 運命であ

ろ。 危險多き過飮 か ら生き延 び 而 して酩酊の徴候な くして中毒量な攝U得る歌酒常習者は、明 らか 1：讐通の 細胞

が 行 ふ よ りょ V）以上急逋 に酒精な酸化す る 自己臼細胞の獲得能力に その 免疫性な 員 ふ 。 假想的に言へ ば、習熟化

に よつ て 1度毒性tu ）し歌酒量 に お け る酒精は食品ミ して利用 S らる L　1：至 る。 それ故酩 酊 の症候は個 々 人 が 敵

酒 に親炙す るi：つ れて減少 す る ε言 ひ得 る 。

　祚經細胞は酒精へ の 冤疫性 な 得 る 一
併乍 ら戯 は　ScnWEISIIETMER に よ る他 の 實驗 に お い て示 され力耐藥

性 の 充 分 tSSC明 ミ はな らn 。 氏は飲酒1：不馴れの人 t 常習者 に各 々 の血液中にお い て同一酒精濃度迄上昇t ろP

う充分歌 酒 ぜ し めt：
。事理の 當然 の結果 t して後者 は前者に比 し多量敵酒d ねIV らな か つ t：。 それ以外 に 同

一
酒

精濃度に酩酊度 L：大 差な生じ而 して酩酊 徽候は前者に お い て顯著ナ：つ t：。 これ に對 す る唯 一の 説明は 、 酒精へ の

習熟化 の 機序は常人 よ trJ急 速 度 にお け る酒精酸化能力の獲得に由 るの みな らす 、 組織叉は榊經細胞免疫性 ミ も呼

ば るべ き事vrt；由る の であ る t 。 換言すれば愛欽家 の瀞經細胞は初心 者 の紳經細胞 よ V）酒wal；對抗 し得 る 。 爾榊

經細胞は酒精的影響へ t 自ら適應 し得る ミ い ふ 事實な 進ん で訊明する 證據が あ る 。 愛畝家 の 細胞は その 除 々 t；る

歓酒か ら酒横の酩酊作用ヘ ピ 自ら適應す るにお い て の 不 斷 の 作用 か ら通常痲痺藥の現前に お い て 機能な管 む の 能

力た徐 々 に得 るや うにな る 。 しか し此免疫性 が依 存す る要約の 何物tsろ“P　i：つ V’て tl不明であ る 。E　 Cl｛WEINIE1 ）IEH

の 實驗に種 々 な ろ人 1こつ い て施行 され†二が 、 HILNSEN は同氏 の實驗に進んで被驗者 †：らん ミ 申込ん だ多數 の 絶黝

禁酒家 に つ い て槻能的習熟性へ の 諮効果な 研究 しt：。 彼等が 禁酒家 であ る性質上 被驗者へ の 心 遘 ひ か ら氏は少量

な 用 ゐ t二。 H 々 1：つ き體重 1kg 當絶對酒精の 0．59な時岡上 比較的短期間即26日間 に亘つ て飮用ぜ しめt：。 以下 の

引用文は同氏の摘録か らで あ る 。

　「吾人 の 實驗の結論に・3〜 4週間體重11｛9當0，59の酒精 の 日々 の給與 は 、 酒精に不 馴れの若干の青年にお い て著 し

V’程 の 促進 しt：酒精燃燒な招來 し†二
。他方 、他 の人 〃 に は本効果な し。 され ど穫得 ぜ る習熟度は大 な らす 。 茲 に 逑

ベ ナニ飮酒期間及 び 量は認識 し得べ き効果 々奏 ぜ しめ る 限界で あ る らしい 。本 實驗は酒精 へ の 堵 大 ぜ る抵抗は一部

分韆 莇 燃燒岫 6t ・・S・　 SCHWE ・SHEI ）IER の假定 へ の 直接 の證據ts提供 す る 。 コ 拷 へ 得 べ き細胞販 性 へ

の 如 何 な る決論を も許 容 しない 。 それ故酒精 へ の墸 穴 す る抵抗の 岡題 の科畢的批到的研究は 、 熄じてPt説 tt 　it

る見解 が 主 張 す る あ らゆ る 角度 か ら見ナ：習熟性 の 論據な 否 定 す る。 人間 に お い て も叉 動物 L：tiい て も、 遞 常 の 致

死量 の 30・vsO ％ よ v）以上耐藥性が 場進 す る ミ は考 へ られ な い 。 習熟 ぜ る 組 織 體 電雖 も本來 ヨ リ 高 い 程度 にお い て

酒精な食品 t して利用 す る機能 な 獲得ぜ す而 して如何 t　 6害惡 7e生ぜ ？して 酒緒 を 利用化す る の 量｛ま非常に 限定

ゼ られ て ゐ る 。 從 つ て酒精は酒客に も有毒であ り且 有毒度 も略々 非常習者 に お け る t 同程度であ る」。　 （lbd，　P．

76）。 注 意 す へ き他の 點に言葉の最廣義 に お い て 、耐薬性は男體 の 凡て の細胞 に よつ て 摂得 ifられ る もの ではな

い 。 eCl： R・POrt ・f　 th ・ Ad ・ i・。 ry 　C 。 mmitee 。f　 th ・ C ・nt ・al　C ・ nt ・・1　 B ・ a ・d，　Liqu ・ r・T ・arnc か らの拔書 で あ
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る 。 「例 へ ば 毛 ル ヒ ネの 如 き若干の 瑠藥の 場合でに 、 藥物の 長期に亘 る使用後2〜3の紳經細胞に耐藥性 fP得 る。 他

はその 靭期t：tsけ る ピ 同じく俵然ミ して感受す る 。 凸 の や うな事惜に涸精にお げ る耐薬性 の揚合では發生 しな い

但 しす べ て の騨經細胞は略々 同樣程度にお い て 酒情へ の 反應な喪失す るPI ：見受 け られ ろ 。 　しか し常習酒客の 祚

經 細胞 は酒精 の 現存 に 耐 へ る や うに な るが他 の 豸體細胞 は適 應 性 に劣 う か ら 、 その 結果若 し榊經系 1；お け る 耐藥

性 の 發遑が 大 量歌酒な許す に至 るや う駅致 ttら4るrgらば（叉實際上 しか順致ぜ られ る）他 の身體細胞には有害的

作用な結果 す るに至 る ニ ミ は確實であ る 。 此 の事實 こ そ自ら號 して 酒 に強 い ミか 又は醉拂はすi二豪歌 で きる t い

ふ 酒害が 、結局に お い て慢性 中毒の 如 き肉髓的變質か ら苦 しむ ミ い ふ 理 由であ る。 而 しく他 方、特別 に酒の 酩酊

効果 t：敏感な人は非常に此 の t二めに よつ て過欽か ら保謹 されて居 り、 且彼等が容易 1：酩酊す る S い ふ その ア：珍 に

慢性中毒の 重大 な害か ら脱 して ゐ るわ けで あ る。 從つ て通常的 1ちは健康の覦 點 か らすれば耐藥性 の 獲得は實は保

護的機序の除去な 意味す る 。 二｛工酒客た して 若 し彼 の腦髄細胞が それに 反應す る普通の 能力な保持 しt：ら最早軟

み得ない 程の量な歌 む ご ミた許す か らであ る」（p．100⊃。　こ れら事實即耐藥性 の穫得や HA 鵬 EN の 言葉な使用 し

て醜經細胞 t：よ る機能習的熟性の 獲得は既に病的變化であ uJ
、慢性中毒 へ の 第

一
歩であ る ミ考ふ る人 々 もあ る。 此

の 點 につ い て は稿を改めて他 日の論究に讓 uj　t：い 。 （未完）

｛

i　　　　　 新　 刋　 紹　
‘e・

si

　 　 醸鍬 噺 鰤 小鴪 司瓢 著 理論 と實際濡灘 造黻

｝
｝ 清酒醗 法躙 稲 著書蹤 來 か らA數が獄 ない が 多 く　1：其謎 が 實地xuee上 より得 られ燉 術 唾

1　 きが 置 か れ、攣術的理論 の設明 の點 に 於て物足 らない 憾が無い で もな か つ †こ
。 然 ろ に 今般小 穴富司雄氏

i の著mu4：zaる 「理論 ミ實際清酒醸邇縮義」儲 者が 多年 の跳 鱒 鯲 窺尋描 豐翫 る經臙 墓階

i 灘 造灘 「安全本位測 叔 「吟醸酒趣 丿Jt に區肌 て懇切 1：論述 して あ 6t 同時階 縮 射 よ

i 擦 糠 蹕 黼 研究醺 よ 蹤 來 よ 帰 近 1・9 る迄 に多 くの 研 究 都 よ り爲 され   蹴 繰 屆

i 網羅して 翻 勧 囗へ て 剛 殊 1・el用 しナ・wr の 蜥 帆 明乱 筋 嫐 て實地の 醸va技励 習徽 献

i す ・實櫞 ・ t ・Jて良鍔 書な ・ の みな らす鞴 齠 究禰 ・ん t す ・人士胤 ・ も鯏 繍 辭

！　 t して 江湖 に推賞す る良書であ る 。　　（小　田 ）

i 發 行 昭和 ・贓 脚 定價 ・囎 斜 ・繊 朝鮮畷 ・灣歉 47・
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